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令和７年第２回定例会 

富 良 野 市 議 会 会 議 録 

 

 

令和７年６月 20日（金曜日）午前 10時 00分開会 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

◎議事日程（第４号） 

 日程第 １ 議案第 １号 令和７年度富良野市一般会計補正予算(第３号) 

 日程第 ２ 議案第 ２号 富良野市税条例の一部改正について 

 日程第 ３ 議案第 ３号 富良野市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正につ 

いて 

 日程第 ４ 議案第 ４号 富良野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条 

 日程第 ４ 議案第 ４号 例の一部改正について 

 日程第 ５ 議案第 ５号 教育用コンピューター設備事業(器具購入)契約の締結について 

 日程第 ６ 議案第 ７号 令和７年度富良野市一般会計補正予算(第４号) 

 日程第 ７ 意見案第１号 えん罪被害者を速やかに救済するために再審法改正を求める意見書 

 日程第  ８ 意見案第２号 地方財政の充実・強化を求める意見書 

 日程第 ９ 意見案第３号 地方消費者行政に対する恒久的な財源確保等を求める意見書 

 日程第 10 意見案第４号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化 

 日程第 10 意見案第４号 を求める意見書 

 日程第 11 閉会中の所管事務調査について  

 

───────────────────────────────────────────── 

◎出席議員（16名） 

議 長 16番 渋 谷 正 文  副議長 10番 今  利 一  

 １番 宮 田  均   ２番 松 下 寿美枝  

 ３番 橋 詰 亜咲美   ４番 家 入  茂  

 ５番 坂 口 邦 夫   ６番 関 野 常 勝  

 ７番 佐 藤 秀 靖   ８番 大 西 三奈子  

 ９番 二 宮 利 和   11番 大 栗 民 江  

 12番 天 日 公 子   13番 石 上 孝 雄  

 14番 後 藤 英知夫   15番 本 間 敏 行  

───────────────────────────────────────────── 

◎欠席議員（０名） 

      

───────────────────────────────────────────── 

◎説 明 員 

市 長 北  猛 俊  副 市 長 稲 葉 武 則  



 - 75 - 

総 務 部 長 関 澤 博 行  スマートシティ戦略室長 西 野 成 紀  

市 民 生 活 部 長 北 川 善 人  保 健 福 祉 部 長 柿 本 敦 史  

経 済 部 長 本 田 寛 康  ぶどう果樹研究所長 川 上 勝 義  

建 設 水 道 部 長 西 出 正 人  看 護 専 門 学 校 長 石 川 賀 子  

総 務 課 長 入 交 俊 之  財 政 課 長 上 坂 雅 史  

企 画 振 興 課 長 小笠原 竹 伸     

教育委員会教育部長 佐 藤  保     

───────────────────────────────────────────── 

◎事務局出席職員 

事 務 局 長 今 井 顕 一  書 記 藤 野 秀 光  

書 記 小 河 寛 子  書 記 菊 地 駿 汰  
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                午前10時00分 開議 

                （出席議員数16名） 

――――――――――――――――――――――――― 

        開  議  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） これより、本日の会議を開きます。 

――――――――――――――――――――――――― 

        会議録署名議員の指名         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 本日の会議録署名議員には、 

        宮 田   均 議員 

        石 上 孝 雄 議員 

を御指名申し上げます。 

――――――――――――――――――――――――― 

        諸 般 の 報 告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 事務局長をして、諸般の報告をい

たさせます。 

 今井顕一事務局長。 

○事務局長（今井顕一） -登壇- 

 議長の諸般の報告を朗読いたします。 

 今定例会の追加議案につきましては、市長より提出の

事件、議案第７号につきましては、あらかじめ御配付の

とおりでございます。 

 次に、議会側提出の事件、意見案４件、所管事務調査

の申出４件につきましては、本日御配付の議会側提出件

名表ナンバー２に記載のとおりでございます。 

 次に、市長より行政報告の申出があり、その概要につ

きましては、本日御配付のとおりでございます。 

 以上でございます。 

――――――――――――――――――――――――― 

        議会運営委員会報告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 本定例会の運営に関し、議会運営

委員会より報告を願います。 

 議会運営委員長後藤英知夫議員。 

○議会運営委員長（後藤英知夫） -登壇- 

 議会運営委員会より、６月18日に議会運営委員会を開

催し、追加議案の取扱いについて審議をいたしましたの

で、その結果について報告申し上げます。 

 提出されました追加議案は、市長側提出案件が１件で、

内訳は、予算１件でございます。 

 議会側提出案件は８件で、その内訳は、意見案４件、

閉会中の事務調査４件でございます。 

 いずれも、本日の日程の中で審議を願うことにしてお

ります。 

 以上、申し上げまして、議会運営委員会からの報告と

いたします。 

○議長（渋谷正文） お諮りいたします。 

 ただいま議会運営委員長より報告のとおり、本定例会

を運営いたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、ただいまお諮りのとおり決しました。 

――――――――――――――――――――――――― 

        行  政  報  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） この際、あらかじめ申出のありま

した市長の行政報告に関する発言を許可いたします。 

 北猛俊市長。 

○市長（北猛俊） -登壇- 

 おはようございます。 

 議長の許可をいただきましたので、行政報告をさせて

いただきます。 

 １．ＮＨＫ受信料の未払いについて。 

 本市が所有並びにリースにより使用している公用車に

搭載しているテレビ機能を有するカーナビゲーションに

ついて、ＮＨＫの受信契約が不要と誤認していたことか

ら、受信料は未払いとなっていることが確認されました。

対象となる車両は20台で、未払いの受信料はＮＨＫの試

算で約260万円となる見込みでありますが、請求金額につ

いては、今後、ＮＨＫと協議の上、確定いたします。 

 現在、カーナビゲーションのテレビ機能につきまして

は、視聴できないよう措置するとともに、今後、カーナ

ビゲーションを購入する場合は、テレビチューナーのつ

いていない機種を選定してまいります。 

 このたびの原因は法令の解釈を誤っていたことによる

ことから、今後このようなことがないよう、法令遵守を

徹底するとともに、関係法令の確認を徹底してまいりま

す。 

 以上です。 

○議長（渋谷正文） 以上で、市長の行政報告を終わり

ます。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 

  議案第１号 令和７年度富良野市一般会計補正   

  予算（第３号） 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 日程第１、議案第１号、令和７年

度富良野市一般会計補正予算を議題といたします。 

 これより、本件の質疑を行います。 

 質疑は、予算第１条の歳出より行います。 

 事項別明細書18ページ、19ページをお開きください。 

 ２款総務費、３款民生費、４款衛生費、５款労働費、

６款農林業費、18ページより23ページ上段まで行います。 
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 質疑ございませんか。 

 11番大栗民江議員。 

○11番（大栗民江） 20ページ、21ページ、５款１項１

目の100番、一般事務費についてお伺いします。 

 一般事務費97万5,000円で、この内容が施設修繕料97

万5,000円となっております。これの具体の内容について、

ちょっと担当課のほうにお聞きしたところが、貸してい

る空き住宅、貸している住宅ということでお伺いしてお

りますが、施設修繕料の具体の内容についてお伺いいた

します。 

○議長（渋谷正文） 御答弁願います。 

 本田寛康経済部長。 

○経済部長（本田寛康） 大栗議員の御質問にお答えい

たします。 

 20ページ、21ページ、５款１項１目の100番、一般事務

費の施設修繕料の内容についての御質問でございます。 

 まず、こちらの物件については、富良野商工会議所か

ら、外国人従業員を多く雇用する市内企業が住宅の確保

に苦労していることから、市が所有している住宅物件の

うち、未利用のもの、使用していないものにつきまして

使用できないかとの御相談がございまして、こちらにつ

いては、市といたしましても、いま、人材確保対策に取

り組んでいるような経過がございますので、この申入れ

につきまして受入れいたしまして、富良野商工会議所が

推薦する市内企業と賃貸計画契約を締結し、住宅を使用

させているものでございます。 

 こちらの物件におきまして、この冬に積雪によりまし

て屋根の軒先が破損いたしまして、春先にすが漏りが発

生したということがございまして、こちらほうの屋根の

修繕の予算を計上しているものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文） 

 質疑ございませんか。 

11番大栗民江議員。 

○11番（大栗民江） ただいまの内容については、理解

いたしました。 

 これが一般事務費で上がっているものですから、ここ

が、市が所有している住宅の修繕を一般事務費で施設修

繕料としてこの課が行うのはちょっといかがなものかと

思うのですけれども、こちらのほうに計上するようにな

った経緯といいますか、それについてお伺いいたします。 

○議長（渋谷正文） ここで、答弁調整のため、暫時休

憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前10時09分 休憩 

        午前10時10分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 御答弁願います。 

 本田寛康経済部長。 

○経済部長（本田寛康） 大栗議員の再質問にお答えい

たします。 

 一般事務費でこの費用につきまして予算計上した理由

などについての再質問かと思います。 

 まず、こちらの事業につきましては、私ども経済部の

ほうで、労働諸費の中で人材確保対策の一環として住宅

を活用するというような形での趣旨で、まず労働諸費の

中で計上させていただいていて、なおかつ、いま、市役

所内におきましても、それぞれの部署におきましてこう

した住宅財産を活用しながら取組を進めているところで

ございまして、こうした取組は、私どもの予算の中では

ほかに計上しているものがございませんので、労働諸費

の中で一般事務費として計上させていただいているとこ

ろでございますので、御理解いただければと思っており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文） よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） そのほか質疑ございませんか。 

 14番後藤英知夫議員。 

○14番（後藤英知夫） いまの、20ページ、21ページ、

５款１項１目の100番、施設修繕費なのですが、聞くとこ

ろによると、財政課契約管財係で持っている教員住宅の

貸付けをこの労働諸費の中でやられていると。ほかの物

件も何かこのようなことがあって、私は、どちらかとい

うと、財政課契約管財係で持っているものであれば財政

課契約管財係の中で処理するのが適当ではないかと。貸

している相手先によって部署が変わるというのは何か少

し違和感を感じるのですが、それについての説明をお願

いします。 

○議長（渋谷正文） 御答弁願います。 

 関澤博行総務部長。 

○総務部長（関澤博行） 後藤議員の御質問にお答えい

たします。 

 いま、富良野市の財産管理の状況でございますけれど

も、普通財産に関しましては、担当する部署が管理をす

るということになってございますので、財政課で管理を

しているものもありますし、今回のように商工観光課で

管理しているものもございます。また、教員住宅につい

ては、普通財産となったものについても教育委員会で所

管して行っているというようなことで、それぞれの担当

でいまは取り扱っているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文） 
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 続いて、質疑ございませんか。 

14番後藤英知夫議員。 

○14番（後藤英知夫） 私が聞いているのは、貸す相手

先によって所管部署が変わるのは少し違和感があると。

今回は労働諸費の中で示されていますけれども、例えば、

これが農業関係であれば農林課が所管するというような

形だと聞いています。そこは一元化してやるべきではな

いかと思うのだけれども、その辺で違和感があるのです

けれども、それについての説明をお願いいたします。 

○議長（渋谷正文） 御答弁願います。 

 関澤博行総務部長。 

○総務部長（関澤博行） 後藤議員の再質問にお答えい

たします。 

 一元化すべきというようなお話かというふうに思いま

すけれども、いま、本市としては、それぞれ使用の目的

によって予算を事業ごとに配分しておりますので、農業

関係で使うのでしたら農業の予算で管理していく、労働

関係でいきますとそういった労働関係の予算で管理して

いくということで、目的に合わせて事業別で予算を執行

しておりますので、そのような形に合わせて財産の管理

も行っているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文） 

続いて、質疑ございませんか。 

 14番後藤英知夫議員。 

○14番（後藤英知夫） 私が言っているのは、貸す相手

によって所管が変わるということでいまはやられている

と、違いますか。目的というか、貸す相手方というか、

例えば、農業関係だったら、農林課が所管する形を取ら

れているというようないまの説明だったと思うのですが、

持っているものというのは、富良野市の財産を貸す相手

が、そのときはそうかもしれません。でも、その次に貸

す相手に関しては、もしかしたら違う相手かもしれませ

ん。そういうことが起こった場合、毎回、その所管する

ところが変わるという考えでよろしいでしょうか。 

○議長（渋谷正文） 御答弁願います。 

 関澤博行総務部長。 

○総務部長（関澤博行） 後藤議員の再々質問にお答え

いたします。 

 例えの話でいきますと、今回は貸している住宅のこと

でありますけれども、図書館については、教育委員会が

行政財産として所管しているので、図書館費というのを

組んで予算計上しています。同じように、使用目的によ

って予算配分しておりますので、そちらの所管でかかっ

た費用についてはそちらの事業予算で執行するというこ

とで、相手によってということではなく、目的によって

予算配分しておりますので、それによって担当が変わっ

てきているというような内容になってございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文） ここで、暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前10時16分 休憩 

        午前10時17分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） ないようですので、次に移ります。 

 ７款商工費、８款土木費、９款教育費、11款給与費、

22ページ中段より27ページまでを行います。 

 質疑ございませんか。 

 ７番佐藤秀靖議員。 

○７番（佐藤秀靖） 24ページ、25ページ、８款４項４

目の100番、公園管理費の公園施設改修工事費952万6,000

円について伺います。 

 これは、場所としては山部南町のさくら公園の遊具、

既存の遊具を撤去して新たに複合遊具を設置するという

ことで伺っていますけれども、これを設置するに当たっ

て、周辺にお住まいの皆さんの意向だとか声、要するに、

地域ニーズをどのように把握して遊具の選定、設置に反

映しているのか、伺います。 

○議長（渋谷正文） 御答弁願います。 

 北川善人市民生活部長。 

○市民生活部長（北川善人） 佐藤議員の御質問にお答

えいたします。 

 24ページ、25ページ、８款４項４目の100番、公園管理

費公園施設改修工事費952万6,000円についてでございま

す。 

 こちらにつきましては、この間、山部地域につきまし

ては、山部自然公園太陽の里を中心とした活性化の検討

委員会というのを開催してきております。その中で、今

年の１月に、山部地区総合振興協議会、子ども会の会長、

それからＰＴＡの会長と合わせまして、地域の中でどう

いうような子供の遊び場ができるのかというところで、

まずは山部自然公園太陽の里を中心として考えていたの

ですけれども、やはり、山部の子供たちが実際に遊ぶ場

所となると、山部自然公園太陽の里まで行って遊ぶので

はなくて、市やまちの中の公園で何とかならないかとい

う協議をさせていただいておりました。 

 それで、雪解けを待ちまして、地形の状況も見させて

いただきながら既存の遊具の劣化具合、そういったもの

も見させていただいて、一緒に立ち会って見た上で、こ

のさくら公園に複合遊具を設置していただきたいという

ことで協議が調いましたので、その部分で、今回、補正
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予算を組ませていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文） 

 続いて、質疑ございませんか。 

 ７番佐藤秀靖議員。 

○７番（佐藤秀靖） 御説明の内容は理解しました。 

 いま、部長の御答弁の中で、設置するに当たっては地

域の方も一緒に現地を見て複合遊具の導入を決めたとい

うことでありましたけれども、要は、既存のジャングル

ジムとシーソーを撤去して、複合遊具を、幼児用、児童

用をそれぞれ１台入れるということですけれども、その

遊具の選定に当たっても地域の皆さんと一緒に考えたと

いうことでよろしいでしょうか。 

○議長（渋谷正文） 御答弁願います。 

 北川善人市民生活部長。 

○市民生活部長（北川善人） 佐藤議員の再質問にお答

えいたします。 

 先ほども申しましたとおり、１月からこの協議を開始

しておりまして、先ほど申し上げたとおり、子ども会の

会長、それからＰＴＡの会長を含めて、父母の方におい

ても、その会の中で私どもで持っていますカタログなど

を示させていただいて、その中で協議させていただいた

と。例えば、北の峰の朝日ヶ丘総合公園のように大きな

遊具というのもありますけれども、実際の利用者の方か

らすると、３歳の子供と６歳の子供が一緒に重ね合って

遊ぶ遊具というのはちょっと危険を感じるということの

お話もありましたので、今回は３歳からの幼児用と少し

大きい方の12歳までのほうと少し分離した形で整備する

ということで協議させていただきましたので、そういっ

た部分で住民の方と協議した中で選定したということで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文） よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） なければ、以上で歳出を終わりま

す。 

 次に、歳入及び第２条地方債の補正を行います。 

 ６ページ、７ページ及び12ページから17ページまでを

行います。 

 質疑ございませんか。 

 11番大栗民江議員。 

○11番（大栗民江） 14ページ、15ページ、22款６項２

目雑入についてお伺いをいたします。 

 説明では、社会及び労働保険料、住宅修繕負担金、建

物総合損害共済災害共済金と説明がございます。 

 これの歳入に対して、どのような事業に活用されたの

か、歳出先の事業内容についてお伺いいたします。 

○議長（渋谷正文） ここで、答弁調整のため暫時休憩

いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前10時24分 休憩 

        午前10時24分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 御答弁願います。 

 上坂雅史財政課長。 

○財政課長（上坂雅史） 大栗議員の質問にお答えいた

します。 

 14ページ、15ページ、22款６項２目雑入の歳入の充当

先に関する質問にお答えいたします。 

 まず、１点目、社会及び労働保険料６万5,000円につき

ましては、歳出18ページ、19ページ、３款１項１目の223

番、定額減税補足給付事業費（不足額給付）に充当する

ものとなっております。 

 続いて、住宅修繕負担金24万4,000円及び建物総合損害

共済災害共済金48万7,000円につきましては、歳出20ペー

ジ、21ページ、５款１項１目の100番、一般事務費の施設

修繕料に充当するものとなっております。 

 以上となります。 

○議長（渋谷正文） よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第２ 

  議案第２号 富良野市税条例の一部改正につい   

  て 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 日程第２、議案第２号、富良野市

税条例の一部改正についてを議題といたします。 

 これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） ないようですので、以上で本件の
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質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第３ 

  議案第３号 富良野市家庭的保育事業等の設備   

  及び運営の基準に関する条例の一部改正につい   

  て 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 日程第３、議案第３号、富良野市

家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の

一部改正についてを議題といたします。 

 これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第４ 

  議案第４号 富良野市特定教育・保育施設及び   

  特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例   

  の一部改正について 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 日程第４、議案第４号、富良野市

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基

準に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第５ 

  議案第５号 教育用コンピューター整備事業（   

  器具購入）契約の締結について 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 日程第５、議案第５号、教育用コ

ンピューター整備事業（器具購入）契約の締結について

を議題といたします。 

 これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ８番大西三奈子議員。 

○８番（大西三奈子） ４点、質問させていただきたい

と思います。 

 今回、この教育用コンピューター整備事業契約という

ことで、この事業は、北海道教育委員会が共同調達会議

によって調達するものということで事前に説明を受けて

おります。 

 この契約が随意契約というふうになっているかと思う

のですけれども、この随意契約に至った経緯について、

１点目、お知らせください。 

 そして、２点目。 

 北海道教育委員会のホームページのほうから少し確認

させていただきましたところ、この端末の整備・更新計

画については令和７年度と８年度の２か年で更新すると

いう計画になっておりまして、累積更新率が令和７年度

54.7％、令和８年度以降で100％になっていくものという

ふうに説明が書かれておりました。 

 今回、富良野市が令和７年度に契約を締結する理由に

ついてお知らせください。 

 そして、３点目、この仕様明細書を確認しましたとこ

ろ、広い範囲で今回のiPadが対象となってくるのではな

いかと思うのですけれども、金額が8,345万7,000円、台

数1,350台を単純に割り返すと大体１台当たり６万1,820

円なのかというように数字が出てくるのですが、自分た

ちが購入するよりかなり安価に入ってくるのかというよ

うに見てとれます。そういったことから、広い範囲のＯ

Ｓという書き方になっておりますけれども、できるだけ

新しいものが導入されてくるのか、調達できるのか、そ

ちらについてお知らせください。 

 ４点目、調達の遅れが生じないのかという懸念がござ

います。 

 というのも、一番最初にGIGAスクール構想が始まった

ときには、どちらの自治体も一気に購入するということ

で、富良野市も頑張って手挙げを早くして、遅れが生じ

ないように調達したという経過が過去にあったかと思い

ます。今回も北海道がまとめてということですので、調

達に遅れなどが生じないのかどうか、確認させていただ

きたいと思います。 

○議長（渋谷正文） 御答弁願います。 
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 佐藤保教育委員会教育部長。 

○教育委員会教育部長（佐藤保） 大西議員の御質問に

お答えいたします。 

 四つほどあったかと思いますけれども、１点目が随意

契約に至った経緯です。 

 ２点目が、端末整備、令和７年度、８年度で北海道の

ほうは考えているけれども、７年度にした理由というこ

とです。 

 ３点目が、このiPadが新しいものなのだろうかという

ところかと思います。 

 あと、４点目が、納品が遅れることはないかという四

つの御質問ということでお答えさせていただきます。 

 １点目の随意契約になっている経緯というところでご

ざいますが、先ほど大西議員のほうも触れておりました

けれども、このものについては、共同調達という形で、

北海道公立学校情報機器整備共同調達会議というのがあ

りまして、この会議で３月に共同調達ということで契約

を結んでいるということでございます。 

 今回、この事業につきましては、端末整備に関しまし

ては市費の負担を軽減していくということで、北海道公

立学校情報機器整備事業費補助金というものを活用する

ということでありまして、この補助金を活用するに当た

っては、先ほど申し上げました調達会議での一般競争入

札で落札した相手と契約することによって補助金が該当

になるということでございましたので、こちらのほうを

活用して随意契約を今回結びたいという提案になってお

ります。 

 ２点目、端末の整備を、令和７年度にした理由という

ところでございますけれども、いま使っている端末は、

導入してもう５年経過しているということで、処理能力

とかデータ保存ですとか、そういった容量の限界もどん

どん近づいてくるということであります。そうなってく

ると、端末の動作というのが、動きが悪くなったりする

ということがありますと、児童生徒の学習意欲にも影響

が出てくる、また、効率的、効果的な学習にも影響が出

てくるということで、なるべく早くの整備ということで、

今回、令和７年度にしたというのが大きな理由でござい

ます。 

 また、サポートのライセンスというのもありますので、

そちらのほうも切れないうちにまず更新していくという

ことも大事だと思いまして、それも理由の一つでござい

ます。 

 ３点目、このたび導入する機器については新しいもの

かということでございますけれども、今回導入するもの

については、３月に発売された第11世代のものというこ

とで考えております。 

 ４点目ですけれども、納品に、全道でも54.7％といま

お話がありましたが、半分以上のところで導入するとい

うことで納品の遅れということでございますが、こちら

につきましは、仮契約ですけれども、事業者のほうでは

最短でも３か月ぐらいで入ってくるだろうということで、

そういう見込みというのもありましたし、ただ、早く入

れるということは、それだけ、何といいますか、保証の

期間も縮めてしまうということがありますので、私ども

でいま考えているところのお話をさせていただきますと、

大体12月か年明け１月ぐらいに納品していくようにして

いきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文） 続いて、質疑ございませんか。 

 ８番大西三奈子議員。 

○８番（大西三奈子） いま、導入のタイミングは12月

か１月頃ということで御答弁をいただいておりますけれ

ども、北海道のホームページにも記載があったのですが、

新しく調達した場合、もともと使っていたものの処分に

ついても方法が示されていたかと思うのですけれども、

本市につきましてはどういうふうに入れ替えを進めてい

くのか、確認させてください。 

○議長（渋谷正文） 暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前10時36分 休憩 

        午前10時37分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 大西三奈子議員、ただいまの質問でありますけれども、

契約の締結についてということでございますので、改め

て、質問内容を精査して、御質問ございますか。 

○８番（大西三奈子） ありません。 

○議長（渋谷正文） そのほか質疑ございませんか。 

 １番宮田均議員。 

○１番（宮田均） いまの議案第５号の内容なのですけ

れども、大西議員が聞いていただいたので、追加で一つ

だけ質問させていただきます。 

 この仕様書、議案第５号の参考資料の中にございます

仕様明細書の中に、一つ、これはメンテナンスのことを

書いていないのですけれども、メンテナンスは大丈夫な

のでしょうか。 

○議長（渋谷正文） ここで、暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前10時39分 休憩 

        午前10時40分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の議事を続行いたします。 
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 御答弁願います。 

 佐藤保教育委員会教育部長。 

○教育委員会教育部長（佐藤保） 宮田議員の御質問に

お答えいたします。 

 今回の契約につきましては、iPadを購入するというと

ころでの契約でありまして、メンテナンス等の部分につ

きましては、別のもので行うということで答弁させてい

ただきます。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文） よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第６ 

  議案第７号 令和７年度富良野市一般会計補正   

  予算（第４号） 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 日程第６、議案第７号、令和７年

度富良野市一般会計補正予算を議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 稲葉武則副市長。 

○副市長（稲葉武則） -登壇- 

 おはようございます。 

 議案第７号、令和７年度富良野市一般会計補正予算に

ついて御説明申し上げます。 

 このたび提案いたしました富良野市一般会計補正予算

（第４号）は、歳入歳出それぞれ1,375万5,000円を追加

し、歳入歳出予算の総額を172億3,762万3,000円にしよう

とするものでございます。 

 以下、その概要について、歳出から御説明申し上げま

す。 

 ６ページ、７ページ下段でございます。 

 ４款衛生費は、１項保健衛生費で、看護専門学校にお

けるＩＣＴ機器等を活用した効果的、効率的な教育活動

推進に要する学校運営経費のＩＣＴ支援業務委託料・器

具購入費1,375万5,000円の追加でございます。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。 

 同じく、６ページ、７ページ上段でございます。 

 16款国庫支出金は、２項国庫補助金で、厚生労働省の

補助事業採択に伴う医療施設運営費等補助金1,375万

5,000円の追加でございます。 

 以上、よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（渋谷正文） これより、本件の質疑を行います。 

 質疑は、本件全体について行います。 

 質疑ございませんか。 

 ８番大西三奈子議員。 

○８番（大西三奈子） ６ページ、７ページ、４款１項

７目の100番、学校運営経費全体について質問させていた

だきます。 

 こちらは、厚生労働省の看護現場におけるＤＸ効果検

証事業に選定されたということで事前に説明を受けてお

ります。これは、市民福祉委員会の調査でも触れていた

部分であるのですけれども、国費10分の10ということで、

大変な中、通ったのかというふうに思っております。 

 この事業は、器具購入費で、いろいろ内訳だとか、Ｉ

ＣＴ支援業務委託料だとかということで内訳をいただい

ているのですけれども、まず、このＤＸ効果検証事業に

手挙げされたのは、どのような目的を持って手挙げされ

ているのか、それから、金額的に示していただいており

ますけれども、この内容は更新するものだったり新規の

ものだったりだとかということもあろうかと思いますの

で、内容の詳細、そして、これを導入することで学習効

果が期待されるということかと思いますので、そのあた

りについてお知らせいただけたらと思います。 

○議長（渋谷正文） 御答弁願います。 

 石川賀子看護専門学校長。 

○看護専門学校長（石川賀子） 大西議員の御質問にお

答えいたします。 

 ６ページ、７ページ、４款１項７目の100番、学校運営

経費のＩＣＴ支援業務委託料及び器具購入費の目的、内

容、効果でございます。 

 まず、本事業に手挙げをした目的につきましては、２

点ありまして、１点目は、ＩＣＴ機器を活用した教育に

より、これまでの教育内容では体験するのが難しかった

多様な疾患の患者や妊産褥婦への看護の実践について体

験的に理解することができ、高い学習効果が得られるこ

とでございます。 

 ２点目は、教務事務のＤＸ化を推進することで事務作

業の効率化が図られ、学生への直接的な支援の時間を増

やすことが可能になるとともに、学生にとっても利便性

が高まることでございます。 

 令和７年２月の市民福祉委員会の事務調査報告書にお

いて、学習環境の改善に向けた取組としてＤＸの推進と

学習教材の充実について御提言をいただいており、また、

全国的に医療現場でのデジタルトランスフォーメーショ

ンの促進が喫緊の課題となっている中で、看護教育の現

場においても積極的にＤＸを推進していくことが重要と
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考え、本事業を実施することといたしました。 

 次に、事業の内容でございます。 

 まず、ＩＣＴ支援業務委託料につきましては、委託先

として、看護教育に精通しているＩＣＴ機器等の知識と

技術を有している企業を想定しております。事業内容は、

委託した企業からの派遣を受け、ＩＣＴ機器の看護教育

への活用や情報リテラシーの理解に関する研修の実施と、

教務事務への支援ツールなどの導入により、教職員のＩ

ＣＴ機器の活用能力の向上を図り、併せて業務効率化を

進めていくこととしております。 

 次に、器具購入費につきましては、主に４種類の器具

の購入を予定しております。 

 まず、多職種連携ハイブリッドシミュレーターは、現

在、当校において利用している教育用電子カルテの患者

情報を組み込むことで、学生たちが就職してから医療現

場で支援対象となる可能性の高い疾患の患者への看護を

実践的に理解することが可能となります。また、二つ目

の周産期全身モデルでは、妊婦の腹部触診、胎児の心音

聴取、分娩時の回旋などを体験することができ、妊産褥

婦へのケアをリアルにイメージすることができるように

なります。三つ目の小児の身体診察シミュレーターでは、

小児のバイタルサイン測定、観察、ケアなどを実際に実

施して理解を深めることができます。四つ目の電子黒板

は、タブレット型コンピューターiPadと連携させ、学生

の状況に合わせた講義資料の作成や、グループワークで

の活用等により、学生の理解を深め、主体的な学習態度

の育成につなげていくこととしております。 

 本事業を行うことの効果でございますが、学生におい

ては、患者の対象理解、適切な看護判断、ケア技術の向

上、主体的な学習態度などを実践的に学ぶことができる

ようになることから、より質の高い看護師の養成が可能

になると考えております。また、教職員については、業

務の効率化が図られるとともに、ＩＣＴに関する知識を

得て実践していく過程でＩＣＴ活用への意欲が高められ、

今後もＤＸ推進に向けて発展的に取り組んでいくことが

できるようになると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文） よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） そのほか質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第７ 

  意見案第１号 えん罪被害者を速やかに救済す   

  るために再審法改正を求める意見書 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 日程第７、意見案第１号、えん罪

被害者を速やかに救済するために再審法改正を求める意

見書を議題といたします。 

 本件について、提案者の説明を求めます。 

 14番後藤英知夫議員。 

○14番（後藤英知夫） -登壇- 

 意見案第１号、えん罪被害者を速やかに救済するため

に再審法改正を求める意見書は、大西三奈子議員外４名

の賛同をいただき、地方自治法第112条及び富良野市議会

会議規則第13条の規定により提出するものであります。 

  えん罪被害者を速やかに救済するための再審法改正

を求める意見書。 

  えん罪は、国家による最大の人権侵害の一つである。

えん罪被害者の人権救済は、人権国家を標ぼうするわ

が国にとってはもちろん、地域住民の人権を護る義務

を有する地方自治体にとっても重要な課題といえる。 

  えん罪被害者を救済するための制度としては「再審」

があるが、その手続を定めた法律（刑事訴訟法第四編

「再審」）には、再審請求手続の審理のあり方に関す

る規定がほとんどなく、裁判所の広範な裁量に委ねら

れている。このように、いわば「再審のルール」が存

在しない状態となっているため、再審請求手続の審理

の進め方は、事件を担当する裁判官によって区々とな

っており、再審請求手続の審理の適正さが制度的に担

保されず、公平性も損なわれている。 

  その中でも、とりわけ再審における証拠開示の問題

は重要である。過去の多くのえん罪事件では、警察や

検察庁といった捜査機関の手元にある証拠が再審段階

で明らかになって、それがえん罪被害者を救済するた

めの大きな原動力になっている。したがって、えん罪

被害者を救済するためには、捜査機関の手元にある証

拠を利用できるよう、これを開示させる仕組みが必要

であるが、現行法にはそのことを定めた明文の規定が

存在せず、再審請求手続において証拠開示がなされる

制度的保障はない。そのため、裁判官や検察官の対応

いかんで、証拠開示の範囲に大きな差が生じているの

が実情であって、このような格差を是正するためには、

証拠開示のルールを定めた法律の制定が不可欠である。 

  現状、再審開始決定がなされても、検察官がこれに

不服申立てを行う事例が相次いでおり、えん罪被害者

の速やかな救済が妨げられている。しかし、再審開始

決定は、裁判をやり直すことを決定するにとどまり、
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有罪・無罪の判断は再審公判において行うことが予定

されており、そこでは検察官にも有罪立証をする機会

が与えられている。したがって、再審開始決定がなさ

れたのであれば、速やかに再審公判に移行すべきであ

って、再審開始決定という、いわば中間的な判断に対

して検察官の不服申立てを認めるべきではない。 

  よって、えん罪被害者を一刻も早く救済するために、

再審法を速やかに改正すべきである。 

 以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提

出するものであります。 

 議員各位の御賛同を賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（渋谷正文） これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 直ちに、関係機関に送付いたします。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第８ 

  意見案第２号 地方財政の充実・強化を求める   

  意見書 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 日程第８、意見案第２号、地方財

政の充実・強化を求める意見書を議題といたします。 

 本件について、提案者の説明を求めます。 

 10番今利一議員。 

○10番（今利一） -登壇- 

 意見案第２号、地方財政の充実・強化を求める意見書

についてであります。 

 この意見書案につきましては、地方自治法第112条及び

富良野市議会会議規則第13条の規定により、佐藤秀靖議

員外５名の賛同を得て提出するものであります。 

  地方財政の充実・強化を求める意見書。 

  地方公共団体の現状は、急激な少子・高齢化にとも

なう社会保障制度の整備、子育て施策、人口減少下に

おける地域活性化対策はもとより、ＤＸの推進、脱炭

素化、物価高騰対策など、極めて多岐にわたり新たな

役割が求められている。加えて、多発化する大規模災

害への対応や新興感染症への備えも求められる中、地

域公共サービスを担う人材は圧倒的に不足している。 

  政府はこれまで「骨太方針」に基づき、地方一般財

源の前年度水準を確保する姿勢を示してきたが、増大

する行政需要、また不足する人員体制の改善を図って

いくためには、今後はより積極的な財源確保が求めら

れる。 

  このため、2026年度政府予算、また地方財政の検討

にあたっては、現行の地方一般財源水準の確保から積

極的に踏み出し、日本全体として求められている賃上

げ基調に対する人件費の確保まで含めた地方財政を実

現するよう、以下の事項を求める。 

  記。 

  １．社会保障の充実、地域活性化、ＤＸの推進、脱

炭素化（85ページで訂正）、物価高騰対策、防災・減

災、地域公共交通の再構築など、増大する地方公共団

体の財政需要を的確に把握するとともに、現行水準以

上のより積極的な地方財源の確保・拡充をはかること。 

  ２．地域医療を確保するため、公立病院を含めた医

療機関への財政支援と必要な財源を確保すること。 

  ３．子育て対策、介護や生活困窮者の自立支援など、

より高まりつつある社会保障ニーズが自治体の一般行

政経費を圧迫していることから、地方単独事業分も含

め、十分な社会保障経費の充実をはかること。特に、

これらの分野を支える人材確保にむけた自治体の取り

組みを十分に支える財政措置を講じること。 

  ４．政府として減税政策を検討する際は、地方財政

を棄損（85ページで訂正）することがないよう、特段

の配慮を行うとともに、地方財政の影響が想定される

場合は、確実に補填を行うこと。 

  ５．「地方創生推進費」として確保されている１兆

円については、現行の財政需要において不可欠な規模

であることから、恒久的財源としてより明確に位置付

けること。 

  ６．会計年度任用職員制度においては、今後も当該

職員（85ページで訂正）の処遇改善や雇用確保が求め

られることから、引き続き、その財政需要を十分に満

たすこと。 

  ７．自治体業務システムの標準化・共通化にむけて

は、その移行に係る経費と、移行の影響を受けるシス

テムの改修経費や大幅な増額が見込まれるシステム運

用経費まで含め、必要な財源を確保すること。また、

戸籍等への記載事項における「氏名の振り仮名」の追

記や、マイナンバーカードと健康保険証・運転免許証

の一体化など、ＤＸの推進にともなうシステム改修や

事務負担、人件費の増大が想定される際は、十分な財

政支援を行うこと。 

  ８．地域の活性化にむけて、その存在意義が改めて

重視されている地域公共交通について、十分な財源確

保をするとともに、一層の施策充実をはかること。 

  ９．人口減少に直面する小規模自治体を支援するた
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め、段階補正を拡充するなど、地方交付税の財源保障

機能・財政調整機能の強化をはかること。 

  10．自治体の行う事業（85ページで訂正）において、

労務費の適切な価格転嫁が果たされるよう、必要な財

政支援を行うこと。 

 以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書（85 

ページで訂正）を提出するものであります。 

 議員各位の賛同を求めるものであります。よろしくお

願いいたします。 

○議長（渋谷正文） ここで、暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時03分 休憩 

        午前11時05分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 ここで、午前11時15分まで休憩といたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時05分 休憩 

        午前11時13分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 地方財政の充実・強化を求める意見書の提案者の説明

の中で、読み上げの訂正の申出がございましたので、許

可いたします。 

 10番今利一議員。 

○10番（今利一） -登壇- 

 意見書を読み上げる際に、間違えて読んでしまった部

分がございますので、訂正をお願いしたいと思います。 

 記の部分での１でありますが、ＤＸの推進、脱炭素化

であります。 

 それと、ナンバー４の棄損するという言葉がございま

す。地方財政を棄損する、それに直していただきたい。 

 それと、もう一点、６番目の会計年度任用職員の制度

においては、今後も当該職員であります。 

 10番目の地方自治体が行う事業というふうに直してい

ただきたいと思います。 

 最後、意見書を提出するであります。 

 議員各位の賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（渋谷正文） これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 直ちに、関係機関に送付いたします。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第９ 

  意見案第３号 地方消費者行政に対する恒久的   

  な財源確保等を求める意見書 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 日程第９、意見案第３号、地方消

費者行政に対する恒久的な財源確保等を求める意見書を

議題といたします。 

 本件について、提案者の説明を求めます。 

 11番大栗民江議員。 

○11番（大栗民江） -登壇- 

 意見案第３号、地方消費者行政に対する恒久的な財源

確保等を求める意見書は、本間敏行議員外３名の賛同を

いただき、地方自治法第112条及び富良野市議会会議規則

第13条の規定により提出するものであります。 

  地方消費者行政に対する恒久的な財源確保等を求め

る意見書。 

  消費者被害を防ぐためには、相談体制の確保や消費

者教育や啓発など、地方消費者行政の充実・強化が図

られなければならないが、国が措置し地方消費者行政

の下支えとなってきた地方消費者行政推進交付金は、

令和７年度末には多くの地方公共団体で活用（86ペー

ジで訂正）期間が終わるため、交付金を活用して実施

してきた相談体制の維持や、啓発・消費者教育に係る

事業の継続が困難となるなど、地方消費者行政の後退・

縮小が懸念される。 

  また、被害の防止・救済の根幹である消費生活相談

においては、相談員（86ページで訂正）の高齢化等に

よる担い手不足が深刻な問題となっている。相談員（86

ページで訂正）の担い手を確保し、安定的に業務を継

続（86ページで訂正）できるよう雇用体制や処遇等の

改善が求められており、国の主導により速やかな制度

設計と予算措置を行うことが必要である。 

  さらに、消費生活相談のデジタル化に向け、国は全

国消費生活情報ネットワークシステム（PIO－NET）に

代わる新たなシステムの整備を予定しているが、端末

のリース費用や、セキュリティ対策の継続的な更新費

用などは、地方公共団体の負担とされており、これら

の経常的費用も国の責任で措置すべきである。 

  よって政府は、次の措置を行うよう強く要望する。 

  記。 

  １．地方公共団体の財政事情によることなく、地方
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消費者行政を安定的に推進するための恒久的な財源を

措置すること。 

  ２．消費生活相談員の安定的な確保と処遇改善に係

る制度設計に必要な予算措置を講じること。 

  ３．国が進める消費生活相談デジタル化に係る予算

を国の責任で措置すること。 

 以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提

出するものであります。 

 議員各位の御賛同を賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（渋谷正文） ここで、暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午前11時21分 休憩 

        午前11時24分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 ただいまの地方消費者行政に対する恒久的な財源確保

等を求める意見書の提案者の説明の読み上げの中で訂正

の申出がございましたので、ここに許可をいたします。 

 11番大栗民江議員。 

○11番（大栗民江） -登壇- 

 読み上げの訂正をお願いいたします。 

 活用期間が終わるためと申し上げるところを活動期間

と申し上げました。活用期間に御訂正をお願いいたしま

す。 

 相談員と申し上げるところを相談者と申し上げました

ので、相談員の高齢化、また、相談員の担い手確保とい

うことで訂正をお願いいたします。 

 そして、安定的に業務を継続できるようと申し上げる

ところを、継続を抜かしましたので、訂正をお願いいた

します。 

 以上、皆様の御賛同を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（渋谷正文） これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 直ちに、関係機関に送付いたします。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第10 

  意見案第４号 ゼロカーボン北海道の実現に資   

  する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を   

  求める意見書 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 日程第10、意見案第４号、ゼロカ

ーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策

の充実・強化を求める意見書を議題といたします。 

 本件について、提案者の説明を求めます。 

 ４番家入茂議員。 

○４番（家入茂） -登壇- 

 意見案第４号、ゼロカーボン北海道の実現に資する森

林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書は、

佐藤秀靖議員外４名の賛同をいただき、地方自治法第112

条及び富良野市議会会議規則第13条の規定により提出す

るものであります。 

  ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木

材産業施策の充実・強化を求める意見書。 

  北海道の森林は全国の森林面積のおよそ４分の１を

占め、地球温暖化防止や国土の保全、林産物の供給等

の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能

を十分に発揮させるためには、森林資源の循環利用を

進める必要がある。 

  全国一の森林資源を有する北海道は、2050年カーボ

ンニュートラルの実現に向けて、伐採後の着実な植林

による森林の若返りや長期間炭素を固定する木材利用

の促進、化石燃料の代替となる木質バイオマスの利用

促進など、森林吸収源対策を積極的に推進する責務を

担っている。 

  北海道では、森林資源の循環利用に向けて、森林整

備事業や治山事業など国の事業を活用し、植林・間伐

や路網の整備、優良種苗の安定供給、山地災害の防止、

木造（87ページで訂正）建築物の整備、森林づくりを

担う人材の育成など、様々な取組を進めてきたところ

である。 

  北海道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負

荷の少ない循環型社会の形成に貢献するためには、活

力ある森林づくりや道産木材の利用、防災・減災対策

を一層進め、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・

林業・木材産業施策の充実・強化を図ることが必要で

ある。 

  よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く

要望する。 

  記。 

  １．地球温暖化や山地災害の防止など森林の多面的

機能の持続的な発揮に向けて、新たに策定された「国

土強靱化実施中期計画」に基づき、伐採後の着実な植

林、適切な間伐、路網の整備や、防災・減災対策の推
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進に必要な予算を十分に確保すること。 

  ２．森林資源の循環利用を推進するため、優良種苗

の安定供給、鳥獣害・病虫害など森林被害対策、ＩＣ

Ｔ等の活用によるスマート林業の推進、木材加工・流

通体制の強化、建築物の木造・木質化や木質バイオマ

スの熱利用の推進などによる道産木材の需要拡大、外

国人材も含めた森林づくりを担う多様な人材の育成・

確保などに必要な支援を充実・強化すること。 

 以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提

出するものであります。 

 議員各位の御賛同を賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（渋谷正文） 家入議員から改めて発言の訂正が

ございますので、許可いたします。 

 ４番家入茂議員。 

○４番（家入茂） 訂正が１件ございます。 

 木造建築物と言いますところを木材建築物と言いまし

た。正しくは木造建築物となりますので、御訂正をお願

い申し上げます。 

 以上、議員各位の御賛同を賜りますよう、よろしくお

願い申し上げます。 

○議長（渋谷正文） これより、本件の質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） ないようですので、以上で本件の

質疑を終わります。 

 討論を省略いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 直ちに、関係機関に送付いたします。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第11 閉会中の所管事務調査について 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 日程第11、閉会中の所管事務調査

についてを議題といたします。 

 本件について、各委員長よりの申出を職員に朗読いた

させます。 

 藤野秀光庶務課長。 

○庶務課長（藤野秀光） -登壇- 

 総務文教委員会、市民福祉委員会、経済建設委員会、

議会運営委員会の各委員長からの所管事務調査の申出を

朗読いたします。 

 事務調査申出書。 

 本委員会は、閉会中、下記の件について継続調査を要

するものと決定したので申し出ます。 

 総務文教委員会、調査番号、調査第１号、調査件名、

ＤＸの推進について。 

 市民福祉委員会、調査番号、調査第２号、調査件名、

ふれあいセンターの利用の検証と今後の在り方について。 

 経済建設委員会、調査番号、調査第３号、調査件名、

道路の維持管理について。 

 議会運営委員会、調査番号、議運調査第２号、調査件

名、議会改革について。 

 備考、任期中の継続調査とする。 

 以上でございます。 

○議長（渋谷正文） お諮りいたします。 

 ただいま朗読報告のとおり、閉会中の所管事務調査に

ついて決定いたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（渋谷正文） 御異議なしと認めます。 

 よって、それぞれ申出のとおり、閉会中の所管事務調

査を許可することに決しました。 

――――――――――――――――――――――――― 

        閉  会  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋谷正文） 以上で、本日の日程を終わり、本

定例会の案件は、全て終了いたしました。 

 これをもって、令和７年第２回富良野市議会定例会を

閉会いたします。 

 

                午前11時36分 閉会 
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